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　天候にも恵まれ、無事に遠足に行ってきました。みんなで楽しくおしゃべりをしながら因幡千本

桜「桜の園」まで歩きました。	

　現地では仲間づくりを目的としたレクリエーションを行いました。内容は「大縄飛び」。誰が回

す役目なのか、どうしたらたくさん跳べるのか。様々な話し合いを生徒同士で行っていきます。教

員はただ見守るのみ。中学校では授業や様々な学校生活で、生徒同士による「話し合い活動」に軸

足を置いています。まだまだ人間関係も未熟な中でどのように生徒同士が話し合いを行うのか、私

自身楽しみでもあり不安でもありました。	

　しかし、その心配も吹き飛ぶようにみなさんは積極的に話し合いを深めてくれましたね。短い時

間で何回も跳べるようにはなりません。でも結果ではないのです。「話し合う」という営みが、み

なさんの中に自然と生まれて、物事を良い方向へ導こうとする姿勢の大切さを感じることが大切な

のです。ですから今回は跳んだ回数での優劣はつけませんでした。次回は運動会。ここでは学級対

抗の真剣勝負となります。ぜひその時には各学級の団結力に期待したいと思います。

充実した遠足でした

今週の予定

4月24日(火) 放）専門委員会② 部活動体験･見学②

4月25日(水) 尿検査、５校時授業

4月26日(木) 部活動体験・見学③

4月27日(金) 放）部結成 いよいよ部活動スタートです！

4月28日(土) 参観日 お弁当が必要です。

5月1日(火) 振替休業日

5月2日(水) ゴールデンウィーク中です。



そんな教室つくろうやあ

　中学校で最初の参観授業が行われます。附属中学校では研究大会を始め数多くの来校者に授業を

見ていただく機会があります。しかしみなさんにとって家族に学びの姿を見てもらうのはまた格別

の思いがあるでしょうね。ぜひ中学生になったみなさんの立派な姿を見てもらいましょう。

土曜日は参観日です！

１年A組 １年B組 １年C組 １年D組
授業担当者 小出智栄子 藤原　一恵 森田美貴子 安井　仁
授　　　業 数　学 国　語 理　科 学　活
授業会場 １年A組教室 １年B組教室 １年C組教室 １年D組教室

保護者よ�やは�ゅら＼授業終了後懇話廻総廻(多目的室)やァろゅ額年懇談廻(武道丸)て予

定はイむぞ�び〜つ忙ぱぞ中めらぜア�びて＼ぶれの出席よ程™ゥぱどつ伎ぞぱ�び〜

　入学して２週間がたち、少しずつ学級での関係づくりも深まってきていると思います。授業での

学びや班活動、また様々な学級活動を通して、新しい友達も増えてきているのではないでしょうか。

それぞれの学級では室長･副室長や専門委員会そして教科係も決まりました。	

　そこで改めてみなさんに「どのような学級にしていきたいか」を問いたいと思います。1人1人が

与えられた仕事を自信をもって取り組むことができる。1人1人が生き生きと輝く学級。その具体を

みなさんには考えてもらいたい。そこで。今日はみなさんに詩を紹介します。ぜひ学級づくりの参

考にしてください。

教室はまちがうところだ」　まきたしんじ・作	
　	
　教室は　まちがうところだ	
　みんな　どしどし　手をあげて	
　まちがった意見を　言おうじゃないか	
　まちがった答えを　言おうじゃないか	
 	
　まちがうことを　おそれちゃいけない	
　まちがったものを　ワラっちゃいけない	
　まちがった意見を　まちがった答えを	
　ああじゃないか　こうじゃないかと	
　みんなで出しあい　言い合うなかで	
　ほんとのものを　見つけていくのだ	
　そうしてみんなで　伸びていくのだ	
　いつも正しくまちがいのない	
　答えをしなくちゃならんと思って	
　そういうとこだと思っているから	
　まちがうことが　こわくてこわくて	
　手もあげないで　小さくなって	
　黙りこくって　時間がすぎる	
 	
　しかたがないから　先生だけが	
　勝手にしゃべって　生徒はうわのそら	
　それじゃあ　ちっとも伸びてはいけない	
　神様でさえ　まちがう世のなか	
　まして　これから人間になろうと	
　している僕らが　まちがったって	
　なにがおかしい　あたりまえじやないか	
 	
　うつむき　うつむき	
　そうっとあげた手　はじめてあげた手	
　先生が　さした	
　どきりと胸が　大きくなって	
　どきっどきっと　体が燃えて	
　立ったとたんに　忘れてしまった	
　なんだかぼそぼそ　しゃべったけれども	
　なにを言ったか　ちんぷんかんぷん	
　私は　ことりと座ってしまった

　体が　すうっと涼しくなって	
　ああ言やあよかった　こう言やあよかった	
　あとでいいこと　浮かんでくるのに	
　それでいいのだ　いくどもいくども	
　おんなじことを　くりかえすうちに	
　それから　だんだん　どきりがやんで	
　言いたいことが　言えてくるのだ	
 	
　はじめから　うまいこと　言えるはずないんだ	
　はじめから　答えが当たるはずないんだ	
　なんどもなんども　言ってるうちに	
　まちがううちに	
　言いたいことの半分くらいは	
　どうやら　こうやら　言えてくるのだ	
　そして　たまには　答えも当たる	
 	
　まちがいだらけの　僕らの教室	
　おそれちゃいけない　ワラッちゃいけない	
　安心して　手をあげろ	
　安心して　まちがえや	
　まちがったって　ワラッたり	
　ばかにしたり　おこったり	
　そんなものは　おりゃあせん	
　まちがったって　誰かがよ	
　なおしてくれる　教えてくれる	
　困ったときには先生が	
　ない知恵しぼって　教えるで	
　そんな教室　つくろうやあ	
 	
　おまえ　へんだと　言われたって	
　あんた　ちがうと　言われたって	
　そう思うだから　しょうがない	
　だれかが　かりにも　ワラッたら	
　まちがうことが　なぜわるい	
　まちがってること　わかればよ	
　人が言おうが　言うまいが	
　おらあ　自分であらためる	
　わからなけりゃあ　そのかわり	
　誰が言おうと　こづこうと	
　おらあ　根性曲げねえだ	
　そんな教室　つくろうやあ


